




































































































頭 戸田忠至 山陵奉行・高徳藩主 宮内大亟従四位行
権頭 中條信礼 高家中大夫隠居 ４. ４. ５免、従四位行
助 谷森善臣 内舎人・大和介 御系図取調掛兼
権助 西宮信明
八木　雕





























































































































































いこう。まず冒頭では改正の趣意が述べられている。すなわち、維新以来「神仏混淆不相成旨先般御布告」となり「御陵御祭典全神祇道」で行うようになったにも関わらず、 「御陵ニ関係仕候泉涌寺其外依然巨刹ヲ搆へ、其侭被差置候者矢張浮屠混淆之筋ニ相当リ、何共奉恐入候次第ニ付、何卒早々還俗復飾被仰付度」と、泉涌寺以下の諸寺院が陵墓と関係をもっていることを問題とし、彼らを還俗・復飾させ、神祇式で祭典を行うことで「神世以来御一統之皇室御歴代御追孝之御祭典、御陵之御取扱方等ハ上親王・華族ヨリ下億万之庶民迄モ模範」とすべきだとしている。諸陵寮設 の主要な理由であった 墓の神仏分離が求められているのである。さらに続けて、泉涌寺の廃止をはじめ、陵墓所在諸寺院の僧侶の復飾 仏像・仏具類の撤去、石塔撤去、位牌埋納号彫刻の大石設置等の具体的な改正案が列記されている。泉涌寺については、廃寺後の僧侶の処遇や仏像・仏具 扱いまで検討されている。
このように諸陵寮では、その設置の主要な目的であった神仏分離が具体的に検討されていた。この点はこれまで



























































































































































































































































































御陵之儀先年以来御修営往代之盛美ニ被為復、御維新之後ハ式年之御祭典始諸般御改正ニ有之候処、泉涌寺其外諸寺ニ被為在候ハ未 陵地・寺地之区別相立不居申、不都合之次第候条、速ニ御改正之上、諸陵掛リ及陵司イカ御差置有 度、并ニ皇后・皇妃・皇子・皇女等御陵墓之儀モ帝陵ニ準シ、夫々御処分有 、総テ御歴代皇
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霊御式年之振合ヲ以御祭祀被仰出度、仍テ別紙御達案等相添、此段相伺候也
この伺では、泉涌寺以下諸寺院の寺院地と陵地の「区別」の明確化、及び諸皇族墓の天皇陵に準じた処分とそれに伴う皇霊式年祭祀の整備が求められている。伺には続けて三つの太政官達案と一つの教部省達案が付されている。太政官達案 内容 ①陵墓地と寺院地 「経界区別」決定の上、教部省へ届けること、②陵墓守護職員改正、③式部寮宛の諸 族墓式年祭典を皇霊同列とすること、教部省達案は、④陵墓守護の人員を決定の上、教部省へ届けることである。ここでは特に②に注目したい。具体的には、各府県に大属を兼勤する「諸陵掛」を一員ずつ置いて管内陵墓事務の一切を担当させ、 陵司 監督させる。各陵毎に 判任・地方官一一等で月給を神官に准じた「陵司」と「 掌」二・三人、各墓に「墓掌」一人を置き、陵墓が近い所にいくつかある場合は 兼掌」させる。 「陵司」は、 「日々山 ヲ巡護シ陵掌ノ勤惰ヲ検スルヲ掌ル、若シ破損非常等アラハ諸陵掛ニ照会シ共ニ其地方官長ニ具状シテ処分ヲ受クヘシ」とし、墓の場合は最寄区戸長に兼務させる。 「 掌」は月給三円五〇銭、 「墓掌」は月給三円で、 「山陵ヲ掃除シ及ビ守衛ヲ掌ル」としている。 「陵司」の構想は明治三年『神祇官陵記』の⑥とほぼ同様で、達案③も諸陵寮以来の案であるこ から、諸陵寮期 陵墓行政 課題 引 継がれていたことが分かる。
この伺を受けて、左院では五月一〇日に審議を行い、意見と修正案を正院に提示し、五月二〇日教部省にも下問






































































































ため、村と全く隔絶した管理であったかは検討の余地があるが、それま 全く関係のなかった人物が派遣されていることから、長・守戸による よりは官僚化している みてよかろう。
一方、免じられた長・守戸達はどのような反応をみせたのだろうか。結論的にいえば、三・四例の例外を除いて















































開を明らかにした。幕末期に形成された陵墓管理制度では、陵墓と寺院・村・地域社会の旧来の関係を含み込むことでようやく管理が実現していた。さらに維新後には、神仏分離の流れの中で、陵墓と仏教 つながりや穢観を払拭することがより喫緊の課題となっ こうし 課題の克服を目指して神祇官内に設置されたのが諸陵寮であった。幕末の修陵関係者が結集した諸陵寮では、徹底した神仏分離案や管理制度 改革、諸皇族墓の探索・祭祀 どが具体的に検討されていた。ところ 、神仏分離は容易に進めることができず、また 全体としては神祇 とともに皇霊祭祀 整備が優先されたため 諸陵寮 政策課題を網羅的に提起しつつも、これらを実現できないまま明治四年八月に廃止された。陵墓政策を引き継いだ教部省では、ようやく明治七年八月にいたって、神仏分離と、管理制度からの在地社会の規定性を払拭する改革が実現した。これ 対して、泉涌 等からは由緒に基づいた関係継続・管理者再任願が出されるが、教部省は寺院による管理や由緒 基づく関係を 確に否定し、府県官吏である陵墓掌丁による管理体制を構築したのである。ここに、寺院や在地社会との結びつき 断ち切った、天皇制を支える近代の陵墓の出発点があるといえよう。一旦、村々との直接的関係が断ち切られることで、ようやく陵墓は全国の「臣民」の崇敬を集める条件を備えることになった。ただし、陵墓への広範な崇敬がみられるのは明治末年から大正期頃に至ってである。そこでは、幕末維新期とは異なっ 形で 周辺村々や寺院が再度陵墓 の関わり・由緒を
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主張するようになると考えられる。こうした動向については今後の課題としたい。
注（１）村上重良『天皇の祭祀』 （岩波新書、 一九七七年） 、 安丸良夫『神々の明治維新』 （岩波新書、 一九七九年） 、 羽賀祥二『明
治維新と宗教』 （筑摩書房、一九九四年） 。
（２）戸原純一「幕末の修陵について」 （ 『書陵部紀要』一六、一九六四年） 、堀田啓一「江戸時代『山陵』の捜索と修補につ
いて」 （ 『日本古代の陵墓』吉川弘文館、二〇〇一年、初出一九七四年） 、大平聡「公武合体運動と文久の修陵」 （ 『考古学研究』一二二、一九八四年） 。
（３）茂木雅博『天皇陵の研究』 （同成社、一九九〇年） 、外池昇『幕末・明治期の陵墓』 （吉川弘文館、一九九七年） 。（４）藤井貞文「明治新政と山陵の措置」 （ 『国史学』六、一九三一年） 、武田秀章『維新期天皇祭祀の研究』 （大明堂、一九


























（６）拙稿「幕末維新期の陵墓・皇霊祭祀の形成」 （ 『歴史科学』一八二、二〇〇五 。なお、 「維新期」といった場合、厳
密には明治四年の廃藩置県までの「維新政権」期を指し、本稿で論及する明治七・八年は「明治新政権」期と呼びうるが、当該期を指す適切な表現がないことと、本稿の内容から、便宜的に「維新期」としておく。
（７）注（４）藤井前掲論文、武田前掲書 論文。（８）この審議をめぐっては、注（４）藤井前掲 、高木 志「天皇をめぐる 聖』 穢』の変容」 （ 『近代天皇制の文化史


















） 『諸陵関係雑雑』 （宮内庁書陵部図書課所蔵） 。以下の史料を含め、傍線は引用者による。
（
6） 『神祇官 記』 （宮内庁書陵部図書課所蔵） 。
（




） 『崇光天皇陵御取建一件諸記』 （宮内庁書陵部図書課所蔵） 。 「開化天皇御山陵御造営一件」 （奈良市念仏寺所蔵文書） 。
（
























）今井堯「明治以降陵墓決定の実態と特質」 （ 『歴史評論』三二一、一九七七 ） 。注（３）外池前掲書第三章「陵墓伝承と明治政府」 （初出一九八五・一九九一・一九九五年） 。
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） 『社寺諸官往復 （宮内庁 陵部図書課所蔵） 。
（
） 『崇光天皇陵御取建一件諸記』 （宮内庁 陵部図書課所蔵） 。
（
） （
） 『社寺ニ関スル内務教部両省へ伺上伸之件』 、 『陵墓に関する達布告抜萃』 （宮内庁書陵部図書課所蔵） 。
（
6） 『御布令写帳』 （奈良県立図書情報館藤田文庫文献資料集・南新町旧蔵文書） 。
（




） 「乾正人氏文書」 羽曳野市史編纂委員会『羽曳野市史 六 史料編四、一九八五年） 。
（
0）陵墓掌丁の名簿は、奈良県・堺県は 大阪府庁文書 宮内庁書陵部図書課所蔵） 、京都府は『太政官并諸官省上申銘書抜書』 （京都府庁文書） ・ 『御陵墓明鑑』 （向日市文化資料館寄託中山祥夫家文書）にある。
（





） 『堺県職員録』 （奈良県立図書情報館所蔵 真版） 。
（





















The Characteristic and the Development of the Imperial Mausoleum Policy




In	 the	 revolution	back,	 the	gods	 and	Buddha	 separation	 of	 the	
Imperial	mausoleum	and	the	reform	of	 the	management	system	became	
the	problem.	This	was	to	make	Imperial	mausoleum	the	thing	which	coped	





charge	 of	 the	 historical	 investigation	 concentrated	 in	 an	 Imperial	
mausoleum	official.	With	 the	 Imperial	mausoleum	official,	wide	policy	
problems	 such	 as	 the	 gods	 and	Buddha	 separation	 of	 the	 Imperial	
mausoleum,	religious	service	and	genealogical	maintenance,	the	reform	of	





mausoleum	 carried	 by	 a	 citizen	will	 be	 taken	 till	 then	hereby	by	 a	
bureaucrat	of	 the	prefectures.	Since	 the	early	modern	 times,	Sennyu-ji	
Temple（泉涌寺）included	a	strong	connection	with	the	imperial	family	in	
tried	resistance,	but	the	relations	were	cut	off.	The	revolution	government	
overcame	the	rule	characteristics	of	a	 temple	since	 the	 late	Tokugawa	
period	and	a	village	/	the	community,	and	the	modern	Imperial	mausoleum	
which	supported	the	Emperor	system	of	Japan	departed	in	this	way.
キーワード：維新期，諸陵寮，神仏分離，陵墓管理制度
